　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜜蜂の巣の構造のメカニズムについて
蜜蜂の巣は厳格たる６角形の柱状体です。その一端は６角形の開き口であり、また、別の一端が閉鎖された６角形のピラミッドの底がありながら、それに３つ同様の菱形から構成された柱状体です。十八世紀の初期において、ある学者は蜜蜂の巣のサイズを測って、ひとつ面白い規律を発見した。それは、この３つ同様の菱形の角がすべて一致した規則がありながら、鈍角の角度は１０９度28分に、鋭角の角度は７０度３２分であったことが発見されたのです！それに蜜蜂は巣を構築するに使わせたのがすべて蜜蜂自身が自ら分泌した貴重な蜜蝋に頼っていたのです。それが所以にある科学家は、このような形状をした蜂の巣は、もしかして使った材料が一番節約できたし、なお、こうした形状で構築された蜂の巣は、最大容積を創造できた形状であったのではないかと推測した。だから、１７１２年には、スイスの数学者であったSamuel Konig氏は積み重ねた研究を経てから得られた結果によると、最も材料が省けられる形状というのは：底盤を組み立てる菱形鈍角及び鋭角は、それぞれに１０９度２６分と７０度３４分であったことを発見した。これは、蜂の巣との角度の差は僅か2分しかなかったのです。さらに人々に驚かせたのは、その後、ある数学家は再び計算し直した結果、元の2分だったの角度誤差は既存されたデータを間違えて引用されたせいのであったために出来上がった誤差だったことが解明された。いわゆる、蜂の巣の形状は完全に材料を省ける原理に符合した。また、その形状が構築されたことによって、最大容積のニーズにも満たせることを創造できた訳です。それが所以に、蜜蜂は正多角形を利用し、平面をいっぱいに敷かせる原理を分かっていただけではなく、また、その中にさらに最も経済的にかつ有効な構造方式を選択することも出来た訳です。蜜蜂は正に自然界の偉大なるエンジニアであり、人々に驚嘆せざるを得ないのです！
